
0 250 500m N

賑わい軸

まち歩きの拠点

水辺の賑わいゾーン

水辺の記憶ゾーン

大
横
川
親
水
公
園

隅
田
川

竪川

大
横
川
親
水
公
園

隅
田
川

大
横
川

竪川

清
澄
通
り

国
技
館
通
り

北斎通り

京葉道路

馬車通り

Aエリア
横網一・二丁目

Bエリア
両国一～四丁目
千歳一～三丁目

Dエリア
　緑　一～四丁目
立川一～四丁目
菊川一～三丁目

Cエリア
石原一～四丁目
亀沢一～四丁目

エリア懇談会

地域連絡会＝情報を共有する場

関係団体
（公共交通、NPO等）

墨田区国・東京都等
関係機関

連携 専門家
学識経験者等
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アドバイス関連事業の連絡・報告
情報共有

【構成メンバー】
各町会、商店会、まちづくり団体等

　立地や特性等から、両国地域を概ね４つのエリア
に分け、きめ細やかな取組を展開していきます。

　地域展開を支える組織として、４つのエリアごと
の「エリア懇談会」と、エリアを横断した連絡会とし
て「地域連絡会」を設けました。また、地域連絡会で
は、エリア間での連携した取組を促します。

　地域連絡会では、両国観光まちづくりグランドデザイン策定検討委員会委員長をつとめていただいた大下
茂先生をアドバイザーとしてお迎えし、アドバイスをいただきました。

　　観光まちづくりの先進モデルに
　ソフトとハードを一緒に進めていく観光まちづくりは
画期的 ! 地域の中で育み、磨きをかけてもらいたい。

　　暮らしと賑わいの両立
　暮らしをベースにし、その上に賑わいがあり、最終
的には地域ブランドの向上につなげる！ みなさんと、
地域の個性を引き出していきたい。

　　地域性をいかして連携する
　共通の地域資源をいかしたエリア間や、全エリア共
通の取組は、地域連携のきっかけづくりになる。

　　鎮魂のまち両国、防災がキーワード
　暮らしの安心安全、防災の観点で、地域住民と一
緒に取組めるイベントから広げていくとよい。

　　まちの魅力で来訪者を惹きつける
　地域主体の取組で、まちに人が賑わう方法を考え
ていきながら、地域と行政の協働の関係性を築いて
いくとよい。

　　拠点と拠点の間をいかす
　駅と駅との間の適度な距離は決して不利ではない !
地域の知恵でマイナスをプラスに引っ張っていこう。

両国観光まちづくりグランドデザイン 

両国観光まちづくりがスタートしました!

vol.1 区分特性に応じた地域展開 エリア懇談会と地域連絡会

これからの地域展開に向けてのアドバイス（第1回地域連絡会より）

観光まちづくりの3つのポイント！ 地域の特性をいかすの3つのポイント！

ニュースレター

　これまで、エリア懇談会が各エリアで２回ずつ、全エリアを横断する地域連絡会が１回開催されました。
これまでの開催概要

8月下旬～10月上旬に開催
第１回エリア懇談会
（A～Dエリアで開催）

11月27日に開催
第１回地域連絡会

H27年 3月～4月に開催予定
第2回地域連絡会

11月上旬に開催
第2回エリア懇談会
（A～Dエリアで開催）

H27年 2月～開催予定
第3回エリア懇談会
（A～Dエリアで開催）

その１

その
2

その
3

その１

その
2

その
3

両国観光まちづくりグランドデザインってなあに？
　両国地域の貴重な観光資源を輝かせ、両国らしいまちの賑わいを呼び覚まし、
両国地域の魅力の底上げを図ることで、東京スカイツリーのある押上・業平橋
地区からの回遊性を促し、墨田区のさらなる魅力の向上を図ることを目的として、
平成25年7月に両国観光まちづくりグランドデザインが策定されました。
　両国観光まちづくりグランドデザインでは、「両国開花宣言〜粋に暮
らし、粋に愉しむまち両国〜」をコンセプトに、まちの将来像を共有し、
地域展開を図っていくための方向性を示しています。

地域での取組の検討が始まりました。
　両国観光まちづくりグランドデザインは、まち歩きを中心とした地域展
開を進めていきます。今年8月より、地域のみなさんとの懇談会が始まり
ました。両国地区を４つのエリアに分け、それぞれのエリアの特性や地域
資源を発掘して磨き上げていくことで、両国地区全体の魅力の発信につ
なげていきます。

両国観光まちづくりグランドデザインってなあに？
　両国地域の貴重な観光資源を輝かせ、両国らしいまちの賑わいを呼び覚まし、
両国地域の魅力の底上げを図ることで、東京スカイツリーのある押上・業平橋
地区からの回遊性を促し、墨田区のさらなる魅力の向上を図ることを目的として、
平成25年7月に両国観光まちづくりグランドデザインが策定されました。
　両国観光まちづくりグランドデザインでは、「両国開花宣言〜粋に暮
らし、粋に愉しむまち両国〜」をコンセプトに、まちの将来像を共有し、
地域展開を図っていくための方向性を示しています。

地域での取組の検討が始まりました。
　両国観光まちづくりグランドデザインの実現に向け、昨年 8 月から、
地域のみなさんと意見交換等を行う、エリア懇談会が始まりました。両
国地域を４つに分け、それぞれのエリアの特性や地域資源を発掘して磨
き上げていくことで、両国地域全体の魅力の発信につなげていくことを
目的としています。

やっちゃば、南割下水、…
懐かしいなあ！
【第２回Cエリア懇談会の様子】

水辺、相撲、江戸文化！
盛り上げていきましょう！
【第2回Aエリア懇談会の様子】

そうそう！ポンコツ通り！
部品屋がたくさんあったんだ！
【第２回Dエリア懇談会の様子】

随分と資源が出たなあ。
【第1回地域連絡会の様子】

情報共有 情報共有

やっぱり両国と言ったら
”相撲”だよね！
【第2回Bエリア懇談会の様子】
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　これまで開催されたA～Dエリアのエリア懇談会や地域連絡会では、参加者の思い出などを辿り、たくさん
の地域資源が出されました。そこで、地域の方が大切に思う地域資源、また課題だと思うことなどのご意見を
マップにプロットしました。　

両国観光まちづくりに参加しませんか？
　エリア懇談会、地域連絡会は、地域のみなさんの想いを共有し、観光まちづく
りを進めていくための場です。みなさんの得意分野、ノウハウを発揮してみませんか。
ご興味のある方、または地域の取組の詳細につきましては、右記問い合わせ先ま
でご連絡ください。

両国観光まちづくりグランドデザイン
ニュースレター 第１号　平成27年1月発行
編集・発行・お問い合わせ
墨田区　都市計画課 / 観光課
〒130-8640
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番20号　
電話 03-5608-1111（代表）

ディスカッションテーマと主な意見項目

まちの顔をつくる
・「江戸文化」、「相撲」、「隅田川」のまちの顔づくり
・もうひとつの顔、両国のお土産づくり
・歩きやすい、歩きたくなる、まち歩きの環境づくり

文化のネットワークをつくる
・博物館、美術館や伝統工芸との連携、まちなかを  
  めぐらせたい
・暮らしと賑わい、地域との共生を考える

等

A
エリア

ディスカッションテーマと主な意見項目

北斎通りの暮らしと賑わいを魅せる
・暮らしと賑わいのイメージについて
・賑わいづくりの環境整備

南割下水、やっちゃば、津軽家上屋敷跡、
地域の記憶を掘り起こす
・ものづくり・産業の歴史を伝えたい
・水辺のイメージ・大横川親水公園を活用したい
・地域資源の共有とまち歩き

等

C
エリア

ディスカッションテーマと主な意見項目

地域資源や賑わいを面的にひろげる
・賑わいのイメージ・地域への波及
・まちのイメージづくり・両国は「相撲」のまち
・馬車通りの賑わいづくり
・まち歩きのしかけづくり

等

B
エリア ディスカッションテーマと主な意見項目

ものづくりや鎮魂の歴史をいかす
・地域産業・ものづくりに関する地域資源
・地域住民が参加するまち歩きをしたい

竪川や大横川の情緒を再生する
・竪川、大横川の記憶
・竪川沿いの遊歩道の環境づくり
・大横川をいかしたい

等

D
エリア

エリア懇談会に参加したみなさんの思う地域資源や課題のマッピング
　今後も、引き続き各エリアの取組についてディスカッションを重ねるとともに、エリアごとの方向性や進捗に
応じて、テーマごとのまち歩き企画や、エリア同士で連携したイベントの企画、必要なハード整備の検討など、
みなさんと一緒に観光まちづくりを進めていきたいと思います。

今後の地域展開について


